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１．プロジェクトの目的・概要

２．具体的な取組内容

３．プロジェクトの成果及び地域への還元

本プロジェクトは、おたる水族館における外国語表示を充実させることを手がかりとして、外国人観
光客の利便性を向上させ、同時に来館した外国人観光客から感想や要望を聴取するなどしてさら
なる改善のあり方を探ることを通じて、地域の資源の有効活用のために取り組むことを目的とする。

サーマン教授のゼミ生をはじめとする有志の学生の自発的な活動として、学生が地域の社会人と
密接に連携・協働する機会を設けることを通じて、顔の見える社会連携のあり方を模索する。

①小樽水族館の造りやレイアウトを把握するためゼミ生たちが数回に亘り水族館へ行きました。
②次に英・中・韓各語表記を必要とされる展示や掲示物を確認し、英・中・韓各語表記を作成する。
③英・中（簡体／繁体）・韓各語のチラシを作成。
④水族館内のレストランの使用法を英・中・韓各語表記を作成する。
⑤小樽駅から水族館までの水上の行き方を実際に行いながら撮影。
⑥冬・春・夏・秋の各イベントやショーの館内放送を英・中・韓各語に翻訳して録音した。
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